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お
わ
り
に

あ
の
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
一
五
年
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
よ
う
で
短
く
も
感
じ
る
時

の
経
過
の
中
で
、
目
に
見
え
な
い
力
で
生
か
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
日
々
で
す
。

神
戸
市
が
平
成
二
〇
年
度
に
実
施
し
た
「
神
戸
市
民
一
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
、
神
戸
市
の
施
策
や
事

業
の
「
今
後
の
要
望
」
に
つ
い
て
、「
他
の
施
策
よ
り
も
優
先
す
る
」
割
合
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、

上
位
三
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
消
防
・
救
急
・
医
療
の
充
実
、
②
防
災
・
防
犯
対
策
の
強
化
、
③
高

齢
者
支
援
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
各
地
で
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る
中
で
、
市
民
の

関
心
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
、
本
年
四
月
か
ら
ポ
ー
ア
イ
四
大
学
連
携
事
業
の
教
養
科
目
で
「
防
災
・
防
犯
入
門
」
の
授
業
を
受
け

持
ち
、
地
元
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
学
生
消
防
団
活
動
を
続
け
て
お
り
、
若
者
へ
の
語
り
継
ぎ
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
防
災
と
防
犯
に
お
い
て
は
共
通
し
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

は
、
自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
構
え
の
充
実
で
す
。
防
犯
で
い
え
ば
抵
抗
性
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
防
災
で

は
自
助
と
し
て
説
明
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
防
犯
・
防
災
で
は
き
わ
め
て
大
切
で
、
こ
れ
は
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共
助
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
、
一
人
で
は
き
わ
め
て
弱
い
存
在
で
す
。
多
く
の
つ
な
が
り
が
命

を
救
い
、窮
地
を
脱
す
る
力
と
な
り
ま
す
。学
生
に
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
具
体
的
に
教
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
親
し
い
友
人
と
の
会
話
で
、
あ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
の
国
内
初
の
発
症
事
例
の
確
認
を
含
め
、

神
戸
か
ら
の
第
一
号
事
例
の
多
い
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
も
返
答
の
し
よ
う
の
な
い
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
苦

難
を
乗
り
こ
え
て
き
た
町
や
人
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。pro

と
い
う
言
葉
は
ラ
テ
ン
語
で「
前
へ
」

と
い
う
意
味
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
そ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
多
く
の
苦

難
を
乗
り
こ
え
て
き
た
町
や
人
々
に
「pro 

神
戸
、
一
歩
前
へ
！
」
と
、
引
き
続
き
声
援
を
お
く
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
神
戸
学
院
大
学
「
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
、
平
成
二
一
年
七
月
に
文
部
科
学
省

の
「
大
学
間
連
携
戦
略
事
業
」
の
助
成
事
業
で
、「
防
災
・
減
災
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
社
会
貢
献

教
育
の
展
開
」
と
い
う
事
業
名
で
採
択
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
代
表
校
が
東
北
福
祉
大
学
で
、
連
携

校
が
工
学
院
大
学
と
神
戸
学
院
大
学
で
、
東
北
・
東
京
・
神
戸
の
三
大
学
の
連
携
事
業
で
す
。
本
年
一
〇
月
か

ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
本
格
的
な
事
業
展
開
は
平
成
二
二
年
四
月
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
防
災
・
減

災
や
環
境
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
高
度
か
つ
実
践
的
教
育
の
た
め
の
大
学
間
連
携
を
、
三
大
学
で
共

同
し
て
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
授
業
展
開
は
、
ネ
ッ
ト
で
つ
な
げ
る
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
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た
め
、
授
業
方
式
に
も
か
な
り
の
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
神
戸
で
私
自
身
が
学
ん
で
き
た
こ
と
を
土
台

に
、
楽
し
い
授
業
展
開
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
小
冊
子
は
、
震
災
か
ら
一
五
年
の
過
程
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
が
、
巨

大
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
生
き
る
こ
と
す
べ
て
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
の
で
、
私
自
身
の
学
び
だ
け
で
は

と
う
て
い
語
り
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
、
多
く
の
方
々
の
著
作
か
ら
引
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
節
を
執
筆
最
中
の
八
月
九
日
に
は
、
台
風
九
号
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
、
兵
庫
県
佐
用
町
で
は
死

者
一
八
人
、
県
内
行
方
不
明
者
三
人
（
八
月
一
五
日
現
在
）
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
一

日
午
前
五
時
七
分
頃
に
、
静
岡
県
伊
豆
市
や
焼
津
市
な
ど
で
震
度
六
弱
の
揺
れ
を
観
測
し
た
、
と
大
き
く
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
立
て
続
く
災
害
に
胸
が
痛
み
ま
す
が
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
は
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
冊
子
の
発
刊
に
あ
た
り
昭
和
堂
編
集
部
の
み
な
さ
ん
に
は
細
部
に
わ
た
り
ご
指

摘
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
申
し
あ
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
出
版
は
神
戸
学
院
大
学
学
際
教
育
機
構
「
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
」
か
ら
の
出
版
助
成
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

金
芳
　
外
城
雄
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	八、指揮官の心得
	【法則20】現場主義　指揮官の最も重要な資質は困難な課題解決にある。そのためには現場の情報収集が欠かせない。職場の一体となったチームワークは、指揮官の実行力と誠実で真摯な態度が作り出すものである。現場主義に徹することが問われている。
	九、破たんからの脱出
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	一二、災害心理の克服
	【法則24】傍観者効果　人は地震や火事に巻き込まれても、多くの人々はパニックにならない。正常な生活行動のなかで行動しようとする。また、人数が多くなるほどに救援する行動が遅れがちになる。状況を的確に判断した迅速な行動が求められる。

	第三章◉やさしさ百年
	一、日本人のやさしさは
	【法則25】チャーチルの母　イギリスの宰相ウィンストン・チャーチルは終世、日本に対して好意と深い理解を示し続けた。幼小のころ愛する母から伝えられた美しい日本の映像が忘れ難い記憶として残っていたからである。
	二、安全神話
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	【法則32】緑化百年計画　神戸の景観として有名な六甲山の緑化は明治以降の植林計画で蘇ったものであり、あの大震災以降は六甲山系グリーンベルト整備事業として二一世紀型の緑の公共事業としての整備がすすんでいる。
	九、人口減少社会への活路
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